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２
月
３
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

京
都
に
て
、
第
４０
回
定
期
中
央
委
員
会

を
開
催
し
た
。
先
の
定
期
大
会
で
確
認

し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
加
え
、
サ
ブ
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
《
絶
対
の
安
全
、
変
え

る
組
織
・
つ
な
ぐ
想
い
、
２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
勝
利
、
第
５１
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
勝
利
》
を
掲
げ
、
当
面
の
活

動
方
針
を
賛
成
多
数
で
決
定
し
た
。

委
員
会
で
は
、
中
央
本
部
が
提
起
し

た
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
は
じ
め
と

す
る
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０
２
７
」
に
基
づ
く
、
当
面
の

活
動
方
針
に
対
し
、１９
名
の
中
央
委
員
、

特
別
中
央
委
員
か
ら
力
強
い
補
強
意
見

が
示
さ
れ
、
最
後
に
、
鎌
田
中
央
執
行

委
員
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
よ

り
締
め
く
く
っ
た
。

２
０
２
６
年
が
始
ま
り
１
か

月
、
新
た
な
執
行
体
制
の
も
と

で
中
央
本
部
も
半
年
を
迎
え

た
。
日
本
の
大
動
脈
輸
送
と
地

域
公
共
交
通
、
さ
ら
に
は
名
古

屋
地
区
の
地
域
医
療
と
い
う
極

め
て
重
要
な
使
命
を
担
い
、
昼

夜
を
問
わ
ず
最
前
線
で
職
務
を

全
う
し
て
い
る
組
合
員
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
さ
ん

に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
皆
さ
ん
の
不
断
の
努
力

こ
そ
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

の
誇
り
で
あ
り
、
社
会
を
支
え

る
確
か
な
力
で
あ
る
。

組
合
員
は
、
安
全
・
安
定
輸

送
を
基
軸
に
、
「
経
営
体
力
の

再
強
化
」
や「
あ
り
た
い
姿
」の

実
現
に
向
け
、収
益
拡
大
施
策
、

新
規
事
業
、
業
務
改
革
、
生
産

性
向
上
、
中
央
新
幹
線
建
設
、

地
域
医
療
の
提
供
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
新
し
い
人
事
考
課
制
度

の
も
と
、
一
人
ひ
と
り
が
知
恵

を
出
し
、
変
革
に
挑
み
続
け
て

い
る
。
ま
た
、
要
員
ひ
っ
迫
や

酷
暑
の
中
で
も
、
大
阪
・
関
西

万
博
や
旺
盛
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
に
応
え
る
輸
送
力
確
保
に

真
摯
に
向
き
合
っ
て
き
た
。

一
方
、
全
職
場
総
対
話
行
動

で
は
、
人
財
確
保
・
定
着
、
新

制
度
の
運
用
、
職
務
手
当
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
、
制
服
・
福
利
厚

生
、
中
央
新
幹
線
建
設
に
係
る

総
工
事
費
の
適
時
開
示
、
年
末

手
当
な
ど
、
多
く
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
本
委
員
会
は
、

上
期
を
総
括
し
、
２
０
２
６
春

闘
を
含
む
下
期
方
針
を
決
定
す

る
極
め
て
重
要
な
場
で
あ
る
。

課
題
解
決
の
糸
口
は
現
場
に
こ

そ
あ
る
。
主
張
す
べ
き
は
堂
々

と
主
張
し
、
行
動
す
べ
き
は
躊

躇
な
く
行
動
す
る
と
い
う
姿
勢

の
も
と
、
積
極
的
な
討
議
を
お

願
い
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
綱

領
と
運
動
方
針
に
加
え
、
１０
年

先
を
見
据
え
た
中
期
目
標
を
策

定
し
て
き
た
。現
在
の「
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２

０
２
７
」
は
、
最
終
段
階
に
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

社
会
変
化
を
踏
ま
え
、
次
期
中

期
目
標
の
策
定
に
向
け
た
議
論

を
進
め
て
い
く
。
未
来
を
自
ら

の
手
で
切
り
拓
く
と
い
う
強
い

意
志
を
、改
め
て
共
有
し
た
い
。

こ
こ
で
４
点
申
し
上
げ
る
。

第
一
に
安
全
の
確
立
。
Ｊ
Ｒ

全
体
で
死
亡
災
害
が
相
次
ぎ
、

東
海
管
内
で
も
４
年
連
続
で
死

亡
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
命

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
職
場
環

境
は
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
前
提

に
、
行
動
の
背
景
に
踏
み
込
ん

だ
議
論
を
進
め
、
再
発
防
止
に

向
け
て
不
断
の
努
力
を
重
ね
て

い
く
。
安
全
は
す
べ
て
に
優
先

す
る
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
全

組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
む
覚
悟

が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
に
組
織
の
活
性
化
。
従

来
の
「
あ
た
り
ま
え
」
が
通
用

し
な
い
時
代
に
お
い
て
、
多
様

な
組
合
員
が
互
い
の
働
き
方
や

課
題
を
理
解
し
、
助
け
合
え
る

組
織
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

労
働
組
合
は
万
能
で
は
な
い

が
、
組
合
員
に
寄
り
添
い
、
最

良
の
道
を
共
に
探
る
役
割
は
揺

る
が
な
い
。
組
合
員
主
体
の
組

織
を
め
ざ
し
、
未
来
に
責
任
を

持
つ
労
働
運
動
を
力
強
く
進
め

て
い
く
。

第
三
に
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
の
実
現
、
す
な
わ
ち
２
０

２
６
春
闘
。
物
価
高
の
中
、
実

質
賃
金
は
３
年
連
続
で
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
継
続
的
な
賃
上
げ

は
社
会
的
責
務
で
あ
る
。
人
財

確
保
・
定
着
の
観
点
か
ら
も
、

労
働
価
値
の
再
評
価
が
必
要
で

あ
る
。
本
委
員
会
で
は
、
月
例

賃
金
総
額
２
０
�
８
０
０
円
以

上
（
う
ち
純
ベ
ア
１
３
�
０
０

０
円
）
、
夏
季
手
当
３
・
１
か

月
を
要
求
す
る
方
針
を
提
起
す

る
。
組
織
の
総
力
を
挙
げ
、
生

活
改
善
と
処
遇
向
上
を
必
ず
勝

ち
取
る
決
意
で
臨
む
。

第
四
に
政
治
活
動
。
中
央
新

幹
線
、
獣
害
対
策
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
、
企
業
単
独
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
は
多
い
。
政

治
活
動
は
目
的
で
は
な
く
手
段

で
あ
り
、
産
業
の
持
続
的
成
長

と
組
合
員
・
家
族
の
幸
せ
の
た

め
に
、
私
た
ち
の
一
票
を
行
使

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
無

関
心
は
力
を
失
う
こ
と
に
等
し

い
。
未
来
を
変
え
る
の
は
、
私

た
ち
自
身
で
あ
る
。

結
び
に
、
労
働
組
合
の
力
の

源
泉
は
組
合
員
で
あ
る
。
本
日

提
起
す
る
方
針
を
基
に
、
各
級

機
関
が
課
題
解
決
に
向
け
議
論

を
深
め
、
労
働
組
合
ら
し
い
活

動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。
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